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軍
港
四
都
市
の
交
流 

三
年
前
に
総
務
庁
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
旧
軍
港
四
市
ガ
イ
ド
交
流
会
の
継
続

の
観
点
か
ら
、
十
一
月
に
一
泊
二
日
で

呉
市
へ
の
訪
問
研
修
（
参
加
者
六
名
）
を

行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
二
月
に
は
、
舞
鶴

市
の
ガ
イ
ド
団
体
「
け
や
き
の
会
」
の
皆

さ
ん
八
名
が
、
一
泊
二
日
で
横
須
賀
に

研
修
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

呉
市
へ
の
訪
問
研
修 
 

初
日
は
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
て
つ

の
く
じ
ら
館
、
夕
呉
ク
ル
ー
ズ
、
翌
日
は

海
軍
墓
地
、
ア
レ
イ
か
ら
す
こ
じ
ま
、
入

船
山
記
念
館
を
呉
市
の
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ん
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
夕
呉
ク
ル
ー
ズ
で
は
、
雄
大
な

呉
の
湾
内
を
周
遊
し
、
旧
海
軍
の
ド
ッ

ク
を
現
在
は
民
間
の
造
船
会
社
が
使
用

し
て
巨
大
タ
ン
カ
ー
を
建
造
し
て
お
り
、

非
常
に
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

呉
市
が
管
理
し
て
い
る
入
船
山
記
念

館
の
旧
鎮
守
府
長
官
邸
は
、
内
装
を
復

元
し
た
豪
華
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
付

属
す
る
資
料
館
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
お

り
静
か
な
落
ち
着
い
た
施
設
で
し
た
。 

 

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
会
議
室
で
の
交

流
会
で
は
、「
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
」
と
「
呉
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
」
の
方
々
と
、
活
発
に
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。
各
団
体
と
も
に
、
ガ
イ

ド
の
高
齢
化
が
問
題
の
よ
う
で
す
。 

 

呉
市
で
は
、
海
上
自
衛
隊
、
行
政
機
関

及
び
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
が
良
く

連
携
さ
れ
て
い
て
、
観
光
立
市
「
呉
」
に
、

大
い
に
貢
献
し
て
お
り
、
横
須
賀
に
と

っ
て
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 

（
理
事
長 

鈴
木
孝
雄
） 

  

       舞
鶴
市
「
け
や
き
の
会
」
の
横
須
賀
訪
問 

二
年
ぶ
り
に
け
や
き
の
会
の
皆
さ
ん

と
横
須
賀
駅
に
て
再
会
し
、
旧
知
の
友

人
に
会
っ
た
よ
う
に
喜
び
を
交
換
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
も
同
じ
ガ
イ
ド
同

士
の
親
近
感
が
な
せ
る
業
か
な
と
思
い

ま
す
。
ご
案
内
し
た
コ
ー
ス
は
実
施
直

前
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の

た
め
見
学
中
止
と
な
っ
た
所
が
あ
り
、

記
念
艦
三
笠
、
観
音
崎
公
園
、
観
音
埼
燈

台
、
千
代
ケ
崎
砲
台
跡
、
横
須
賀
市
博
物

館
を
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

各
施
設
で
の
当
会
ガ
イ
ド
の
説
明
に

は
、
熱
心
に
聞
い
て
い
た
だ
き
な
が
ら

詳
細
な
質
問
も
出
さ
れ
、
我
々
の
説
明

も
か
な
り
深
く
入
り
込
み
熱
中
し
た
感

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
ガ
イ
ド

と
し
て
の
説
明
話
術
も
観
察
し
て
い
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
夕
刻
の
意
見
交

換
会
で
は
我
々
の
ガ
イ
ド
の
説
明
話
術
、

歴
史
的
知
識
の
豊
富
さ
に
感
心
し
た
と

の
声
が
あ
り
、
少
々
恐
縮
し
た
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
互
い
の
情

報
交
換
に
よ
っ
て
ガ
イ
ド
技
術
の
向
上

が
で
き
れ
ば
と
の
意
を
強
く
し
て
再
会

を
約
し
、
お
別
れ
致
し
ま
し
た
。 

（
相
原
一
久
） 

（大和ミュージアムにて） 

発  行：ＮＰＯ法人よこすかシティガイド協会 

発行日：令和２年３月３１日 

責任者：理事長 鈴木孝雄 

編  集：会報編集チーム リーダー 玉井幸雄 

Ｕ Ｒ Ｌ：http://yokosuka.kankoh-guide.com/ 

 

２号 

（観音崎砲台跡にて） 



よこすかシティガイド協会会報 2 

 

【賛助会員募集】 

よこすかシティガイド協会の活動に理解をお持ちで、当協会を後援していただける個人及び団体の賛助会員を募集しています。 

年会費 個人 1 口 3,000 円・団体 1 口 5,000 円 詳細は電話 090-5507-6519（理事長 鈴木孝雄）まで 

令和 2年 3月 31日発行 

特別企画ガイドツアーの紹介 

「浦賀道を歩く」シリーズ（2018、2019年度） 

江戸湾に入る船舶の監視・積荷の検査を行うととも

に、相模や浦賀の民政裁判等を担当することを目的

として 1720年（享保５年）に浦賀奉行所が設立され

て以後、江戸湾沿いの浦賀みち（東回り）と相模湾

沿いの浦賀道（西回り）が江戸と浦賀の人と物の主

要な脇往還でした。三浦半島内のこの街道をたどる

ツアーを昨年度と今年度で特別に企画し実施しまし

た。東廻りが 3 回で 200 人、西廻りが 5回で 360人

の参加を得て好評を博しました。 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の結果からは、今年度のツアーは市

外のお客様数が市内を上回ったこと、また高齢者の

お客様が増えたことが判明しました。 

 

「天皇行幸の地を歩く」シリーズ（2020年度） 

今年度は天皇の退位により、平成から令和への改元

がありました。横須賀の街と天皇とのかかわりを行

幸の足跡から探る「天皇行幸の地を歩く」２回シリ

ーズを以下のように計画しています。 

1/17(日)第１回：JR横須賀駅～記念艦三笠 

2/23(火)第２回：浦賀～観音崎砲台 

 

特別依頼ガイドツアーの紹介 

ルートミュージアム研修テストツアー（2019 年度） 

横須賀市はルートミュージアム構想の一貫として

10月から 4回のガイド研修を行い、当協会からも延

115 人が参加しました。さらに 2 月にはその効果測

定として、JTB 主催によるモニターのお客様をガイ

ドする研修テストツアーが 2回にわたり行われ、当

協会からは延 20人が参加しました。1回目は、久里

浜港、浦賀港、千代ヶ崎砲台、横須賀美術館、どぶ

板商店街。2 回目は、第 3 海堡遺構、ヴェルニー公

園、走水、観音崎。これらをバスとクルーズ船で巡

るツアーでした。天候に恵まれなかったり、新型コ

ロナウィルスの影響で予定どおり入場できなかった

施設もありましたが、お客様には好評で、ガイドの

話によく耳を傾けていただきました。今回の経験か

らは、限られた時間内で手際良くお話をすることの

重要性を感じましたが、後日公表されるお客様のご

意見も参考に、ガイド方法の改善を検討したいと思

います。さらに、ガイダンスセンター誕生後、拠点

でのガイド要請にお応えできるよう研修を強化して

いく予定です。 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

新型コロナウィルス感染拡大防止対応 

2020年度は、春に盛り沢山のガイドツアーを企画しましたが、新型コロナウィルス感染拡大防止

対応として急遽 6月までの活動を中止することといたしました。春から初夏にかけての自然豊か

な美しい横須賀を皆様にご紹介できないのは大変残念ですが、ウィルス感染の終熄を願いながら

この間自己研鑽に励み、ガイド技術に磨きをかけてツアー再開時には皆さんによろんでいただけ

るよう努めてまいりたいと思っております。             （理事長 鈴木孝雄） 

 

（ヴェルニー公園にて） 

年度 ツアー名 実施日

浦賀みち 1 「追浜～逸見」を歩く 2018/11/17(土)

浦賀みち 2 「逸見～堀の内」を歩く 2018/12/1（土）

浦賀みち 3 「堀の内～浦賀」を歩く 2019/16（水）

浦賀道を歩く 1 「鎌倉～逗子」 2019/9/2(土）

浦賀道を歩く 2 「逗子～葉山」 2019/11/20（水）

浦賀道を歩く 3 「葉山～衣笠」 2019/12/14（土）

浦賀道を歩く 4 「衣笠～大津」 2020/1/25（土）

浦賀道を歩く 5 「大津～浦賀」 2020/2/19（火）

2018年度
東回り

2019年度
西回り
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2020 年内のガイドツアー予定 みなさまのご参加をお待ちしています。 

当会が企画したガイドツアー  

 

《新型コロナウィルス感染拡大防止対応として、６月までの企画ガイドツアーを全て中止しましたので、 

７月のツアーNO.15 から載せています。以下の依頼ガイドツアーも同様に７月からお受けします。》 

 

依頼ガイドツアー募集   

２人以上のグループのご希望コースをご案内する「依頼ガイド」も受付けています。下表はモデルコースです。他のお勧

めコースもありますので、ホームページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

地区名  ツアー名 コース

 中央地区 ヴェルニー公園と猿島巡り  ヴェルニー公園～ドブ板通り～三笠公園～記念艦三笠～猿島～三笠桟橋

浦賀地区  浦賀の文化遺産と歴史を訪ねる  東叶神社～浦賀の渡し～奉行所跡～愛宕山～西叶神社

 観音﨑地区 海と花・歴史と文化遺産  走水水源地～走水神社～横須賀美術館～観音崎公園～観音埼灯台

 衣笠地区 衣笠・中世山城の歴史道を歩く 衣笠山公園～衣笠城址～大善寺～満昌寺～清雲寺～満願寺 

追浜地区  夏島貝塚・貝山緑地を訪ねる 明治憲法起草記念碑～夏島貝塚～貝山緑地～予科練誕生之地記念碑 

 西海岸地区 横須賀西海岸の自然と歴史を訪ねる 湘南国際村～子安の里～立石公園～若命家長屋門～浄楽寺 

ツアーNo. 開催日 曜日 集合　/　解散

15 スカ散歩と朝市を楽しむ 7/4 土 横須賀中央駅/横須賀市東部漁港

16 海の幸とお風呂で満喫ペリー祭 7/11 土 浦賀駅/海辺の湯（久里浜港）

17 防衛大学校と観音崎散策 9/16 水 馬堀海岸駅/ 防衛大学校バス停

18 浦賀みちから中世の古道２ 9/27 日 京急線金沢八景駅/鶴岡八幡宮

19 北斎ゆかりの地を行く 10/8 木 京急大津駅/浦賀駅

20 秋桜鑑賞と陸自の昼食体験 10/9 金 京急久里浜駅/京急久里浜駅　　　　　　　　

21 名勝森戸海岸から六代御前へ 10/10 土 滝の坂バス停/逗子・葉山駅

22 富士と歩こう１秋谷～佐島 10/16 金 JR逗子駅/大楠芦名ロバス停

23 夏島見学会Yフェスタ協賛 10/25 日 追浜駅/Ｙフェスタ会場

24 名越から頼朝夢跡永福寺へ 11/3 火 JR逗子駅/鶴岡八幡宮

25 小さい秋＃６（野比YRP) 11/13 金 YRP野比駅/YRPセンターバス停

26 富士と歩こう２荒崎～長井 11/16 月 三崎口駅/長井バス停

27 ぽっくり観音とぽっくり地蔵 11/18 水 新大津駅/走水神社

28 晩秋の里山を新善光寺へ 11/25 水 按針塚駅/滝の坂バス停

29 三浦三山と古刹を巡る 12/5 土 津久井浜駅/京急長沢駅

30 奉行所の足跡を辿り久里浜へ 12/8 火 浦賀駅/海辺の湯（久里浜）

31 富士と歩こう３　三戸～油壷 12/11 金 三崎口駅/京急油壷ﾏﾘﾝﾊﾟｰｸバス停

32 神武寺の秘仏拝観と鷹取山 12/13 日 ＪＲ東逗子/追浜駅

　　　　　　　　　コース名　　　　　　　　　　　　　　シリーズ
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【賛助会員募集】 

よこすかシティガイド協会の活動に理解をお持ちで、当協会を後援していただける個人及び団体の賛助会員を募集しています。 

年会費 個人 1 口 3,000 円・団体 1 口 5,000 円 詳細は電話 090-5507-6519（理事長 鈴木孝雄）まで 

令和 2年 3月 31日発行 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

地
区
部
会
紹
介
（
追
浜
・
田
浦
） 

担
当
地
域
は
、
横
須
賀
の
北
部
に
位

置
し
、
市
内
有
数
の
工
業
地
帯
を
有
し

て
い
ま
す
。
西
は
鷹
取
山
、
東
は
深
浦

湾
・
長
浦
湾
に
接
し
、
ま
た
南
は
横
須

賀
中
央
地
区
、
北
は
横
浜
市
に
接
し
ま

す
。
こ
の
広
い
範
囲
を
「
縄
文
時
代
か

ら
近
未
来
ま
で
、
見
所
い
っ
ぱ
い
」
の

ガ
イ
ド
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

主
な
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
と
し
て
は
、
浦

賀
み
ち
コ
ー
ス(

追
浜
か
ら
十
三
峠
を
越

え
て
逸
見
へ)

、
浦
郷
古
寺
コ
ー
ス(

中

世
に
栄
え
た
榎
戸
湊
の
周
辺
を
歩
く)

、

海
軍
遺
産
コ
ー
ス(

予
科
練
・
海
軍
航
空

発
祥
の
痕
跡
を
た
ど
る)

、
産
業
観
光
コ

ー
ス(

自
動
車
・
造
船
・
海
洋
研
究
・
ア

イ
ク
ル
の
見
学)

、
国
指
定
史
跡
夏
島
コ

ー
ス(

縄
文
貝
塚
・
明
治
昭
和
の
砲
台
跡

を
歩
く)

、
鷹
取
山
コ
ー
ス
（
古
刹
、
神

武
寺
か
ら
鷹
取
山
ハ
イ
キ
ン
グ)

、
田
浦

近
代
化
遺
産
コ
ー
ス(

長
浦
湾
周
辺
の
近

代
化
遺
産
を
巡
る)

、
お
花
見
コ
ー
ス

(

田
浦
梅
林
や
塚
山
公
園
の
桜)

な
ど
。

メ
ン
バ
ー
は
「
お
客
様
に
満
足
い
た
だ

け
る
ガ
イ
ド
」
を
目
指
し
て
い
る
和
気

あ
い
あ
い
の
十
七
名
で
す
。
（
秋
本
）

 
 

会
員
紹
介 

(

二
〇
一
八
年
入
会
） 

 

大
澤
美
恵
子
（
追
浜
・
田
浦
部
会
） 

縁
あ
っ
て
二
〇
一
四
年
に
横
須
賀
に

転
入
し
、
街
の
こ
と
を
知
り
た
く
て
当
協

会
の
企
画
ツ
ア
ー
に
参
加
。
新
人
研
修
を

経
て
二
〇
一
八
年
に
会
員
に
な
り
ま
し

た
。
約
七
十
人
の
先
輩
と
、
九
人
の
研
修

仲
間
、
「
市
内
に
た
く
さ
ん
の
知
人
が
で

き
た
」
こ
と
は
嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
。 

ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
い
た
と
き

は
、
出
会
う
風
景
や
土
地
の
逸
話
に
感
動

す
る
も
の
の
、
知
っ
た
そ
ば
か
ら
忘
れ
が

ち
で
し
た
が
、
ガ
イ
ド
と
な
っ
た
今
、
皆

さ
ん
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
程
良
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
せ
い
か
、
記
憶
に
留
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
人

で
は
疲
れ
て
し
ま
う
長
距
離
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
も
、
不
思
議
な
こ
と
に
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
ら
最
後
ま
で
楽
し
く
歩
け
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
「
こ
の
一
年
で
身
体
も
相

当
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
」
。 

ご
案
内
し
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
く
「
知
ら
な
か
っ
た
」
「
楽
し
か

っ
た
」
な
ど
の
言
葉
を
励
み
に
、
こ
れ
か

ら
も
コ
ツ
コ
ツ
と
専
門
性
を
高
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
大
澤
） 

立
石
海
斗
（
大
津
・
観
音
崎
部
会
） 

横
須
賀
で
生
ま
れ
育
ち
、
横
須
賀
の
人

口
社
会
減
の
深
刻
さ
を
知
り
、
微
力
な
が

ら
も
横
須
賀
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

で
地
元
に
貢
献
し
た
か
っ
た
の
で
ガ
イ

ド
に
な
り
ま
し
た
。 

横
須
賀
を
発
信
す
る
つ
も
り
で
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
自
分
自
身
が
横
須

賀
を
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
非
常
に
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
際
に
は
、
ガ

イ
ド
に
な
ら
な
け
れ
ば
接
す
る
こ
と
の

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
世
代
や
地
域
を
越

え
た
方
々
と
言
葉
を
交
わ
し
笑
顔
に
な

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
刺
激
的
で
す
。 

組
織
内
部
に
目
を
向
け
て
み
て
も
、
大

学
生
の
私
で
も
溶
け
込
め
る
ほ
ど
、
み
な

さ
ん
気
さ
く
で
す
し
、
積
極
的
に
ガ
イ
ド

を
任
せ
て
も
ら
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

若
手
だ
ろ
う
と
萎
縮
す
る
こ
と
な
く
活

動
を
行
え
る
環
境
に
あ
り
、
思
い
切
っ
て

シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
の
門
を
叩
い
て
み

て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
立
石
） 

  
 

 

小学生への夏島見学会の様子 

(旧鎮守府長官邸にて) 

(「浦賀道を歩く４」にて) 


